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本川地区社会福祉協議会次期計画
「福祉のまちづくり2次プラン

～声かけあいのできる本川地区～」が完成！

本川地区社会福祉協議会では平成23年度に「福祉のまちづくりプラン」（平成23年度～平成27
年度）を策定され、これまでも本川地区の住民が安心して楽しく暮らせるよう、地域福祉推進に取
り組んでこられました。

そしてこの度、継続計画である2次プランの完成に至りました。

2次プランの策定については、令和元年度より策定に向けての打ち合わせを行っていましたが、
新型コロナウイルス感染拡大により一時中断していました。しかし、本川地区社会福祉協議会の計
画策定に向けての想いから、令和4年度より策定委員会を組織して取り組み、令和4年度内の完成
に至りました。

2次プランは、1次プランから10年以上が経過し、社会情勢や地域の状態も変化した中で、本川
地区の住民が、これまでと変わらず安心して暮らすことができるように、これからの地域福祉に対
応した5年間計画（令和5年度～令和9年度）として策定されました。

また、近年世界的に意識されている
「SDGs'」の項目のうち、「3 すべての
人に健康と福祉を」「11 住み続けられ
るまちづくりを」「16 平和と公正をす
べての人に」「17 パートナーシップで
目標を達成しよう」の 4 項目を意識し
て策定されています。

今回、策定された2次プランを軸に、
本川地区のさらなる地域福祉の発展が
期待されます。

今年度も広島市中区共同募金委員会では、「自分の町を良
くするしくみ」を全国統一スローガンに赤い羽根共同募金運
動（期間：令和4年10月1日～12月31日）を実施し、
5,635,048円（令和4年12月31日現在）の募金をいた
だいております。ご協力ありがとうございます。
社会の変化のなか、赤い羽根共同募金は、誰もが住み慣れ

た地域で安心して暮らすことができるよう、さまざまな地域福

祉の課題解決に取り組む民間団体を応援しています。
赤い羽根共同募金は、みなさんのお住まいの地域で幅広く

活用されています。中区社会福祉協議会にお寄せいただいた
募金は、ひとり親家庭の子どもや障がいをお持ちの方、高齢者
等の交流活動など、皆さんの住むまちの地域福祉活動へ活か
されています。

赤い羽根共同募金にご協力ありがとうございました！

令和４年度に表彰を受けられた方々

中区社協では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていける「福祉の
まちづくり」の実現に取り組んでいます。
お寄せいただきました賛助会費の１／２は地区（学区）社協が行っている

「ふれあい・いきいきサロン」など地域に密着した活動に、もう１／２は中区社
協が行っているボランティア活動の推進などの福祉事業に活用しています。

755口 2,301,000円

賛助会員へのご加入をお願いいたします！

（年間）一口 3,000円会 費

令和4年度 賛助会費実績額（令和5年2月28日現在）

※何口でもご加入いただけます

くわしくは中区社協（249－3114）までお問合せください。

今年度も多くの方々にご加入いただき
ました。ご協力いただきました皆さま
に厚くお礼申し上げます。

車いすの貸し出しを
しています

緊急かつ一時的に在宅で車
いすを必要とする方に対して、
原則2か月間を期限として無
料で貸し出しています。介護
保険での貸与を受けるまでの
間や、旅行等に利用できます。
ご利用の際は、事前に中区
社協までご連絡ください。

TEL 082-249-3114

例年、長きにわたり福祉活動に功績のあった方々が表彰を受けられており、今年度も中区社協から
以下の方々が受賞されています。受賞された皆さま、おめでとうございます。

白島地区社会福祉協議会 様

河本喜代子 様（袋町地区社協）
佐藤　清純 様（舟入地区社協）

藤本　芳彦 様（袋町地区社協）

河原　正勝 様 （吉島学区社協）
伊藤　修史 様（神崎学区社協）
松尾　俊明 様（神崎学区社協）
沖　　孝夫 様（神崎学区社協）
三吉　　功 様（神崎学区社協）
中元　光也 様（神崎学区社協）
恵南祈八郎 様（江波地区社協）

和田　深雪 様（江波地区社協）
谷川　弘子 様（江波地区社協）
NPO法人広島市要約筆記サークルおりづる中支部 様
とんがりぼうしの会 様
さくら会 様

平本　祐二 様（吉島学区共募委員会）

全社協会長表彰全社協会長表彰

広島市長表彰広島市長表彰

市社協会長表彰市社協会長表彰 県共募会長表彰県共募会長表彰

レクリエーション用品の貸出について
地域福祉活動を行う個人又は団体

に対し、レクリエーション用品の貸出
を行っております。
地域でのサロンや研修会、イベン

トなどでご活用ください。
貸出物品や貸出方法につきまして

は、中区社会福祉協議会までお問合
せください。

令和5年発行

この広報誌は共同募金の配分金及び一般財団法人多山報恩会の助成金により作成しました。
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ボランティアセンター通信

広島市立幟町小学校

令和５年１月７日（土）広島市立幟町小学校にて創立
150周年記念式典が行われました。
多くの来賓者や児童、教職員が体育館に集い、お祝い

の言葉や記念品が送られました。
児童代表として、６年生が幟町小学校の歴史について

発表したほか、５年生は「手話サークルかたらい」の皆さ
んにご指導いただいた手話で校歌斉唱を行うなど、この
日のために取り組んだ成果を披露されました。

令和５年２月４日（土）にJMSアステールプラザ
にて「地域防災・福祉フォーラム 2023～自分た
ちのまちは自分たちで守る！～」を開催しました（中
区自主防災会連合会とともに主催）。
当日は、区内各地区より 200名以上の方々にお

集まりいただき、広島市中区長の薬師地 直樹様を
講師に迎えて、「備えあれば憂いなし！～南海トラフ
巨大地震から　家族を守る　地域を守る～」と題し
た講演をしていただきました。　　　　
これまで防災の取り組みは、大雨・土砂災害を想
定したものが多く、該当地域が少ない中区において
は自分事として捉え辛い場合もありましたが、今回
は、中区における被災リスクが最も高い「（南海ト
ラフ巨大）地震」への備えを中心に、公的取り組み（防
災アプリや建物耐震化支援等）の説明を交えながら
薬師地区長より丁寧にお話しいただいたことで、中
区に住む方々の「当事者としての理解」もより深まっ

たのではないかと思います。
また、昨年度に続いて実施したオンライン配信に
より、来場、オンラインとも多くの方々に受講いた
だけたことなど、改めて本フォーラム開催に係る関
係各所のご協力に深く感謝申し上げます。
これからも引き続き「安心して住み続けられる中
区のまちづくり」への参画を通じ、地域の防災力向
上に協力して参ります。

手話を言語としている聞こえない人たちの、
ふだんの暮らしについて考えたことはあります
か？ 手話サークルかたらいでは、ろう者（耳は
聴こえないが、手話で話せる）から手話を学ぶ
ことをベースに、聞こえないことの意味を知り、

ろう者の生活と考えを理解すること、ろう者も
健聴者も互いに高め合うことを願い活動してい
ます。手話を覚えるのはもちろんですが、文化
や習慣について学ぶことも大切にしています。
ぜひ中央公民館へ見学にお越しください。

ボランティア活動保険は、ボランティア活動中
の様々な事故によるケガや往復途上の事故、損
害賠償責任（相手を誤ってケガさせる、活動先の
物を誤って壊してしまう等）を補償する保険です。
現在加入中のボランティア活動保険の補償期間は
令和５年３月31日迄です。ボランティア登録をし

ている社会福祉協議会で、更新手続きを行ってく
ださい。

　 基本プラン 350円
　 天災・地震補償プラン 500円
　 特定感染症重点プラン 550円

地震・津波・噴火に起因する死傷に対し、基本プランでは補償対象外、天災・地震補償プラン、特定感染症
重点プランでは補償対象となります。また、特定感染症重点プランでは、特定感染症に感染した際に補償開始日
より補償されます。

手話サークルかたらい紹介

1980（昭和55）年4月
13名（20代～60代の男女）

発　足
会員数

広島市中央公民館
毎週木曜日
18:00～20:00

活動場所
活動日時

手話サークルあすなろは、ろうあ者（耳が聴
こえず話せない人）との話し合いの中から手話
を学び、ろうあ者など障がい者をとりまく問題
を考えていこうと誕生しました。聴覚障がい者
と一緒に活動されています。手話の技術を学ぶ
だけでなく、ろう者の実際の体験や気持ちを聞

き、生活やコミュニケーションなどについても
考えながら、手話を日本語としてではなく「手
のことば」「見ることば」として、地域の聞こえ
ない人と一緒に学んでいきたいとの思いを抱き
ながら活動されています。

2 月 9 日（木）に中区ボランティア連絡会と共同で、
ボランティア研修会を開催しました。研修会では、ボラ
ンティアまつりで上映した地区社協・作業所紹介動画の

鑑賞会を行いました。また、「とんがりぼうしの会」のお二人に簡単な音楽レクを
していただき、参加者の皆さんで楽しいひとときを過ごすことができました！

手話サークルあすなろ 紹介

1974（昭和49）年10月
43名（令和4年度時点）
10代～60代  男女

発　足
会員数

中区地域福祉センター
毎週水曜日
18:45～20:45

活動場所
活動日時

令和5年度ボランティア活動保険のお知らせ

基本プランと天災・地震プランと特定感染症重点プランの違い

1
2
3

ボランティア研修会を開催しました！ボランティア研修会を開催しました！

地域防災・福祉フォーラム2023
～自分たちのまちは自分たちで守る！～を開催しました
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